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文化の京推進室の峯野芳郎係長、高山市企画調   
まり、京都の住民の生活そのものが、観光客に  
とっての観光対象でもあるということである。  
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表0－1－1 国内・海外観光旅行者数の推移  







































1979年  14．9t）0（100．8）   341（1DO．0）  15．Z41（100．8）   
1989年  17．408り】6．8）   811（Z37．8）  18，㌢‖（119．5）   
1g92年  19，500（130．9）   984（288．6）  20．484（】34．4）   
1993年 20，400（1：16．g）   995（291．る）  2l．395（140．4）   
1994年  20．280（135．6〉  1．129（331．1）  2l．329（139．g）   
1995年  柑．7（10（125．5〉  l，269（37Z．1）  1g．96g（131．D）   ＼  国内減光旅行者数  海外観光旅行者数  合計  
（資料）総理府絹ー平成8年版観光自■」 6T買より  
（注）1：（）内は1979年に対する伸び串（％）  
2：国内観光旅行者は、宿泊観光・レクリエーシaン旅  








































は地域の活性化ということに関してどれほ   




















1）総理府編F平成8年版 観光白書』大蔵   
省印刷局、1996年、．80ページ   


















［1］京都市の産業構造   
京都市の産業構造を、1994年における事業所  





る。   
従業員数の場合は、稔736，633人であり、産業  
別構成比を比較すると、第1次産業0％、第2  










事 業 所 数  従 業 者 数  
▼ ■  構 成 比  算 数  楕 虎 比   
第1次 産 業   ヱ8   D   194   0   
■一過幕   15．5ZZ  t5．6  】57．364  22．l   
謂 2扶 養 稟  2D．TZ9  ZD．9  ＝H．ZDl  2G．4   
邦りト先業・飲★店  46．【耶  46．3  278．424  37．8   
サービス業   23．1ヱ8  23．3  】78．495  24．Z   
黙 3渉こ 産ポ  78．649  79，l  51Z．238  73．6   
推 戴   99．4（〉6 736．633  
平成6年事業所名簿藍疇鋼董  
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〉 ■ ■ r■  】g81年  ■ 1野 牛   
●    ■   J．45G．T】8  5．3n8．…  
（別．まI  1，る）   
■■■★t   王ま，113  9．83く  
．3〉  （仇2）   
事■■   】．【汚  ．さ01   し316．73ユ  
．鋸  （乏4，D〉   
月】充・イヽ鸞よ   888．Z53  8．衰迫  
は1．三】  D．；）   
サービス1   5乙t．91t  l．015．15Z   
注い   （ll．】1  t】8．け   
その他   9Tl．6α7  I．丁るJ．J69   
鐘王〉   く上石．8）  （ヨ1，9〉   
そ  の  他   ヱ1Z．7叫  3n3．5iO  
tさ．8）  （5．1）   
ホ｛■lt   ，．閑．482  5．611．…  
（Ⅰ叩．0〉  【l【船．0〉  
l責蒋）買■市よ嚢れ先月†真憂市のは済】9弱電電l】賊年．11貫より停電   
上役は発たで、■位iま百方軋下段の（I州土．■の敵軍が各t雫のその年度と市内曝生  
産に占める割合の樗戒比である．   
睦1I虻嘉．峰瓦纂．t耗・ガス・水運業．食■・條秩薫、不鶉里事．託書・1ほ集   
注2順府サービス、射貫計民同比讐刊サービス生産者．輸入8L州貫利子書の抵触  
［2】京都市観光産業の概要   






とおりである。   
京都市観光産業の規模一事業所数・従業者数  
を中′いこ－ 表Ⅰ－1－4を参考に京都市観光  
産業の規模を事業所数・従業者数から見てみよ  
う。観光産業の事業所数は、京都市の事業所稔  
表Ⅰ－1－3 観光産業の対象業種  
?????‥?????????????
表Ⅰ－1－4 観光産業の事業所数・従業者数  
（】99Z辛〉  ■  ◆   t ■   
打  泊  「汝慮」rホテルユ「氏清」rその絶の■光闊達宿泊耳艶J   
科  欺  「一最▲量ユr【】本鞘覆」r■■」「土i美t」「バー・芳書」「■妄」「その他の  
帯♯」   
みゃけ  「土産品1温・鄭・小売J「土塵島野小文j   
文 】1  rよ遭JrバスJrハイヤー・タクシーl■人タクシー含むh「よ行書上」  
「その杜の覿光打遷文1薇R」   
文化賞董l  「公開社青く一貴公Eを臭托している社寺〉」r見事縫n（入葛¶モ■収  
していろ文化鳥取、レジ十一見畏ヒ隈も〉J   
比翼籠故  rパチンコ▲ゲームセンター」r畿R・月■■｛行■」   
」J二  r最■■循日■のところのみ】J「石詭小乗Jl商店街（市内申七欄柑  
閻おょび露賓■光絶1哺店暫のうち最大月L土よ晶．暮披■と搾い  
た萬店とす■るト音貪店」  
事 ▼ 所  観光産某 （山  Zし5Zl   京野市総数（‡）  10Zi385   （A）／（b）事18D  ヱ1．ロ％  従 某 者  観光産業 く小  136．64－l   末錨市捉数 仙）  823．847   （A）／（8）■l（】ひ．  16．6％   
（兼判）慕ギ市観光協会■霹4次京野鶴光基  
本調査報告書】1g94年、16貫より作成   
法）事業所政、従業者数の京樽市紘数Ii．  


















































































動によって新たに生み出された価値を、   
F付加価値額』（租付加価値額）という。具   
体的には、賃金（雇用者所得卜営業利益   
（営業余剰）・減価償却（固定資本減耗）な   
どからなっている。」（京都市観光協会   
F第4次京都観光基本調査報告書』1994   
年、3ページによる）。  
4）「市内稔生産；一定期間（通常は財政単年   
度）において、経済主体（個人だけでな   
く、法人企業、政府機関などを含む）の   
市内の生産活動によって生み出された   
F付加価値額』の総額が、「市内稔生産』で   
ある。市内総生産を各産業ごとに分類し   
たF経済活動別市内稔生産』から、その   
市内総生産に占める割合を見ることに   
よって、各産業の京都市経済への貢献度   
が分かる。」（同上、3ページ）。  
2節 集客力の「低迷」  
この節では、京都を訪れる観光客および観光  




















率（％）   
1990年  40．846   2，226   5‘8   
1991年  39，303  △1，543  △3．も   
1992年  38，6g2  △611   △1．6   
1993年  38，288  △4D4  △1．0   
1994年  39，667   1，379   3．6   
1995年  35．343  △4，324  △10．9   
????????????????
（資料）京都市産業観光局『京都市観光調  
査年報 平成7年版』1995年、11貢  
表Ⅰ－2－2 観光消費額の推移  
単位：億円  
消費額  前年比   
1990年   5，Z48  
1991年   5，129  g7．7   
19g2年   4．97g  97．1   
1993年   4，8Z5  96．9   
1994年   5，224  108．3   
1995年   4．256  81．5   
（資料）京都市産業観光局F京都市  
観光調査年報j 各年版より。   


































ているかである。   
このことについて、先の日本銀行京都支店の  
レポートは、次のような興味深い指摘をしてい  


























昭和6丑年 ¢8年 平成元年  2潅  挿   1年  6年  挿  丁年  
（資料）日本銀行京都支店F京都市内観光の現状と課題』1996年7月、5頁より原資料は、  
取扱高は運輸省調べ、観光客数は京都市産業観光局調べ  










のではないだろうか。   
さて第三に、同レポートでは、京都観光が中  
長期的に伸び悩み状態にあると認絶したうえで、  






























東京～沖縄   
8泊4日 2名1量 1人分 9も8DD円・  
東京′〉サイパン   
3泊4日 2名1童 1人身 g6，800円  
東京～グアム   
3泊4日 2名1童 1人分104，700円  
東京～ハワイ   




中華そぼ  にぎりずし  親子丼   カレーライス   
札幌市   646   1．004   705   631   
仙台市   468   768   688   6＄6   
東京都区部   493   1，070   755   
横浜市   505   1，157   805   667   
川崎市   475   1，115   763   625   
名古屋市   498   950   657   594   
京都市   505   1，627   692   705   
大阪市   501   926   668   608   
神戸市   464   1，053   642   559   
広島市   450   981   55（I   525   
：牝九州市   39q   925   478   568   
福岡市   413   1，092   592   520   
（資料）日本銀行京都支店r京都市内観光の現状と謀雷j  
原資料lま大都市統計協議会F平成8年大都市比較統計年表J  





と課題」1996年7月、4ページ。   
2）同上、2～8ページによる。   
3）この点については、京都大学経済学部岡  







































































































































彫りになる。   
まず行政側から考えてみよう。行政は、住民  
」???????????????????????。???????
13   
「?





















































表Ⅱ一1－2 観光客の出発地別割合  
構成比（％）   
］ヒ海道・東北   2．0   
関東   11．3   
中部   11．3   
近畿   馳．6   
京都   11．4   
大阪   28．7   
兵庫   11．0   
中国   3．5   
四国   0．9   
九州・沖楓   Z．4   
乙5如万人  377つi人  3．の2JJ人  ∝蛤ガ人  
平成6準  
（g8．59‘）  （9．5％）  け6．4％）  （23．6％）   
3却ファ人  330ガ人  2．？11Jノ人  823ノJ人  
平成7年  
（，0．7艶）  （9．3％）  （7t〉．79‘）  （1氾．3妬）   叫三 次  鱒 人  一明 件    締 汀l  
（資料）欄光局  
F京都市観光細査年報』  











％）・嵐山（16．1％）・金閣寺（14．9％）などポピュ   
ラーな観光地が上位に入っていることが分かる   
が、ここで注目したいのは、訪問地の上位を占   
めるほとんどが寺社・仏閣や風光明媚で有名な   
スポットであるということである。そうではな   
い、いわゆるアミューズメント的な場所で多く   
挙げられているのは、美術館・博物館を除くと   
四条河原町・新京極（11．0％）および表には出て   
いないが東映太秦映画村（5．5％）のみである。つ   
まり、観光客にとって「京都に観光しに来る」と   
いうことはすなわち「京都の古い歴史と文化・   
風景を楽しみに来る」ということであると言っ   
ても過言ではない。観光都市としての京都の特   
徴もそこにあると思われる。  
表Ⅱ－1－6は京都に来た観光客がどのよう   
な事にお金を使っているのかを示している。観   
光客一人当たりの平均消費額を見ると、宿泊費   
が一番で土産品代、食事代がその後に続く。一   
般的に高いと言われている京都の宿泊施設の料   
金のことを考えると宿泊に最もお金を使うとい   
うこのアンケート結果も当然のことである。土   
産品代についてであるが、表Ⅰ－1－7に観光   
客が何を土産品に買って帰ったかを示した。主   
な品物は八つ橋・生八つ橋などの菓子類、漬物   
や美術工芸品、目に付くところでは清水焼や染   
織物などの伝統工芸品である。ここに出てくる   





表Ⅰ－1－3 観光客の性別・年齢別調  
l（ 分   総 合   舅   女  
100．0   36．9   63．1  
20歳末満   6，6   申   7．0  
20赴－   153   15．1   15．4■  
30成一   10．4   10．9   10，l  
40成一   23．6   17．0   27．4  
50赴－  2g．1   31，4   26．2  
仙戯以上  16．0   19．7   13．9  
ね＋封   】0【）．0   1（め．0   100．0   
（資料）欄光局r京郡市梵光窮査年報」1鞘】4貢より   
表Ⅰ－1－4 観光客の入洛回数調  
（翻）京都市塵紙光局「京絆醐J】髄年版1碩より  
表Ⅰ－1－5  
絡倉   性Pj  
（％）   
言脈地  年齢層別  
男  女  －19  20′・■  30′－‡40一   50′、ノ  60′・■   
清水寺   26．7  芸）．D  為．l  諷5  弧l  凪8  弧3  21．4  17．0   
嵐山   16．1  16．0  16．3  17．9  為．1  20．4  14．g  14．5  10．1   
平安神官   15．l  16．g  1ま9  15．5  14．7  13．9  13．6  13．4  18．3   
戯詩   14．g  l■6．3  13．g  為．0  18．8  13．1  18．4  10．7  11．4   
棚挿   四  14．6  1d．3  17．9  18．8  12．4  団  肌7  13．1   
二条城   13．7  団  12．0  21．4  】5．2  1月．6  16．7  11．8  9．5   
筍噺  11．2  14．0  9．6  3．6  四  5．8  13．6  15．3  11，1   
四条河珊・鯨極  11．0  8．5  tユ7  盈6  四  12．4  7．0  9．5  11．1   
南禅寺   10．0  10．2  四  1．2  1ユ串  11．7  10．1  9．2  10．8   
・窮【¶ 貨 ≡諾   9．4  6．7  11．1  4．8  四  丁3  10．5  四  14．1   
曹靴堰   g．d  7．7  10．4  8．3  10．g  四  9．2  9．2  10．1   
傾斜）轍F赫蒲焼諏堅年報』1碑版  
蝕）初鰹搭のため合計酎0α％にならない  






















表Ⅰ－1－6 観光客の観光消♯破調ベ  
絶頓（召万円）  「人当たり（円）   
合計   425．5ぎ7   12，041   
市内交通費   弧7ど7   1．436   
宿泊キ   85．Z犯   10，353   
みW品代   117．176   3．315   
食事代   100．120   乙833   
その他諸経費   7乞2腿   え帆5   
（資料）京郡市産轍光局F溺郡市観光調査年報』  
1田5年版  
表Ⅱ－1－7 みやげ晶買い上げ状況調べ  
分類   合計  性別  年齢層別  
男 l女   一〉19  20′、一  30′・′  40′・■  50′・ノ  60′一   
菓〒類   93．2  98．5  90．7  109．9  朗．4  87．0  91．8  92．5  弧0   
うち八つ構  Z3．1  3Ⅰ．0  19．d  48．3  三M．4  18．0  18．8  1＆6  20．7   
生八つ橋  a9  辺l．3  2．l  20．0  20．0  33．0  25．3  20．9  20．7   
風味品   阻0  59．7  阻8  28．4  50．4  65．0  00．3  随．2  70．4   
うち1漢抄物  g7．6  32．7  10．8  18．3  3乙0  43．0  g7．1  38．6  佗7   
装飾・調度品  Z7．l  26．l  Z7．6  43．4  38．4  30．0  却．0  21．8  19．5   
壬砦一   6．5  4．3  7．3  a3  4．8  
関5年版   
（注）複数回答があるため合計は100％にならない  
表Ⅰ一1－8 観光客の宿泊先調べ  
公的  
ホテル  旅鰯  三三一エミミ  民宿   ユース・脇テル  寮   親戚・知人   
男   55．2   2乙9   3．0   乙3   0．8   l．3   14．5   
女   盟．0   18．3   4．6   Z3   1．1  16．7   
■一19   4乙7   認．0   Z2   4．5   a2  0  12．4   
20・・一   60．5   1ノl．7   1．1   1．l   a8  1．1  18．7   
30・一   60．0   20．0   1．g   3．8   1．0   13．3   
40′・′   三迫．1   16、6   3．8   1．9   0．4   1．5   17．7   
50′・′   弧3   18．8   al   a4   0  0．9   15．5   
60■－   50．0   25．0   Tl   1．9  0．6  1．9   13．5   
前年廃絶合  
局 F凍都市篭牡爛査年報Jl岱5年版   （資料）京楓  
16  
表Ⅰ一1－9 観光客の京都に対する評価  
自然  風景  名所旧跡  文化財  食事  塵肺・工芸   道路  交通  雰囲気   
よい   49．0   鋸．8  盟．0  53．0  3l．0   25．0   8．0  14．0  46．0   
わるい   ま0   4．0   1．0   i．0  20．0   1．0  40．0  50．0   6   


























































なっているとしたら、彼らもまた交通渋滞 巻  
図Ⅰ－1－1 利用交通機関別観光客数  
ない、そのうち77人から回答を得た。  







































の要因として働いている。   
よって、日本の古い歴史と文化を楽しむ旅と  
‾8  































表Ⅰ－2－3 京都ではどんな施設に  
泊まりたいか  
高山帯  高山市  
宿泊施設   観光客（％）   住民（％）   
永テル   19．5   19．7   
旅館   65．9   鼠1   
公的宿泊地殻   Z4   10．6   
民宿   1．g   6．1   
ユ「ス・細事I   a4   0   
某   l，5   
親戚・知人宅   d．9  0   
（実科）独自アンケートの結果による  











































































表Ⅱ－2－5 観光客が京都にきた回数  
（実科）如虐アンケート絶果による  
表Ⅰ一2－6 京都観光の印象  
当然  





観光客イ％）   
とても長い   57．8   諷7  45．6   
まあ良い   別，g  4a8   34．g   
普通   73   lag   7．3   
禍い   1，8   
かなり い   0   0   0  
（資料）独自アンケートの幕果巳よる  


























































































（注）働回答があるため合計軋   
10膀にならない  （資料）独自アンケート熟果による  
（注）自由記入による複数回答のため  
























































3節 観光客が京都に求めるもの   
1節・2節で行ったアンケート分析から“観  












































































































































目新しいものを求めてくるのではない』とい   
??????????????????????????、???????
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堅タクシー会社と宿泊施設から得ている。   
他には正月に初詣客で賑わう神社や12月にお  
歳暮で増える漬物屋、という例外もある。  































ビスの簡素化されているような宿泊所（ここで   

































②オンシーズン・オフシーズン この質開に関  
しても各施設ごとの差はほとんどない。つまり、  































































































































②高い「観光都市」意識 京都市はどういう郡   
旅館業界全体の団結は不可能といった声も聞か  
れた。   
他には案内板や公衆便所の不備をあげる回答  
がある。  
⑲その他 以上の質問の他に各業種に合わせた  
質問を設定した。その中から2つを取り上げる。  




































表Ⅱ－2－1 配布地域および配布数・回収数  表Ⅱ－2－3 京都市で問題になっていること  
（鷺）  区名  配布数‘回収数  特に問題 問題  
上京区 100（50） 13  
左京区 100（50） 38  
南区   100（50） 14  
西京区 100（58） 13  
伏見区 100（50） 32  







28．8  32．4  
2（I．7  15．3  
8．1 17．1  
5．4  10．8  
26．1  4．5  
10．9  19．9  
合計  100．0 100．0  
（資料）独自アンケート結果（住民）より  合計  500  111  
注：（）内は世帯数  
各世帯に2通ずつ配布  
表Ⅱ－2－4 将来に望まれる京都市の  
イメージ  
歴史的・文化的に価値のある都市 4寧．6  
町並みの美しい都市  20．7  
自然の豊かな都市  10．8  
その他  19．9  
表Ⅱ－2－2 京都市はどういう都市か  
（％）  
観光都市  81．1  
地場産業都市10．8  
その他  B．1  




表Ⅱ－2－5 京都市の観光振興策について  
（％）  
観光産業にもっと力を入れるぺき  58．1  
観光以外の産業の育成に重点をおくぺき  21．0  
わからない  14．3  




















合計  100．0  
（資料）独自アンケート結果（住民）より  
いう住民の考えが読みとれる。  










（釘新たな観光施設は不要論が多数 新たな観光  
施設は必要か（表Ⅱ－2－6）という問いでは、  
新たな観光施設は不要と考える人が63，6％と多  
27   
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表Ⅱ－2－6 新たな観光施設は必要か  
（％）  
表Ⅱ－2－8 その1  
京都駅ビルの高層化について  
（％）  必要である 29．9  
不要である 63．6  
分からない 5．6  
その他  0．9  
竿成  30・9  
反対  37．3  
ビちらでもない  30．g  
知らない  0．9  合計  180．0  
合計  100．0  （資料）独自アンケート結果  
（住民）より  （資料〕独自アンケート結果  
（佐民）より  
表Ⅱ一2－7 景観保存についてどう思うか  
（幻  
表Ⅱ－2－8 その2  
京都ホテルの高層化についてどう思うか  
（幻  景観保存は必要 85．3  
景観保存は不要  4．6  
分からない  6．4  
その他  3．7  
景観破壊である  31．0  
景観破壊とはいえない 47，8  
仕方ない  17．0  
分からない  5．0  合計  100．0  
合計  100．0  （資料）独自アンケート結果  
（住民）より  （資料）独白アンケート結果  






















表Ⅱ－2－8 その3  
都市高速建設をどう思うか  
（％）  
賛成  30．3  
反対  4－2．4  
どちらでもない  22．2  
知らない  5．1  


















3節 行政と住民  




























②京都観光文化情報システムの整備 情報化時  
代の世の中で、顧客を創造し、リピーターにし  
ていくためには、積極的に京都の情報を蓄積し、  
29   
表Ⅱ－2－9 観光客のマイカー乗り入れ  
規制について  
（射  
もっと厳しくすべき 41．2  
緩和すべき  7．2  
現状でよい  33．0  
分からない  14．4  
知らない  4．1  
（資料）独自アンケート結果  
（住民）より  
表Ⅱ一2－10 観光公害についてどう思うか  
（幻  
大変因っている   37．8  
少し因っている   43．9  
全く因っていない 10．2  
















































b．キャンペーン活動 三都物語‥・京都・大阪・神  
戸三都市と、JR西日本が一体となって全国的  














④交通問題対策 京都市では、観光シーズン  
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a．道路情報告知システムの設置 渋滞情報を流  
すことにより、マイカーの分散をはかり、交通  
渋滞を緩和する。  








































































京都の観光について 調査の概要』51→  
55ページ   
2）1992年1月京都市発行  
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の理由だろう。   
観光客に占める宿泊客の割合は、1991年から  
1995年の5年間で、年平均43．3％で変化はあま  

































1節 観光都市・高山の現状  
高山市の観光動向について、高山市商工観光  
部観光課が作成したF平成7年観光統計』を参  











































































項  目   比 率   
観光都市   90．9％   
地場産業都市   5．2％   
商業郡市   1．3％   
エ業郡市   1．3％   
田園都市   1．3％ ．   
（資料）独自アンケート結果による  
表Ⅳ－2－2 高山市における諸問題  
（複数回答可）  
項  目   比 率   
職場が少ない   48．1％   
交通が不便   33，8％   
著者が市外へ出て行く  32．5％   
駐車場が少ない   28．6％   
（資料）独自アンケート結果による  
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かるように、大都会のもつ要素を高山市がもつ  
べきだと考える傾向は非常に少ない。  






































表Ⅳ－2－5 新観光施設の必要性（択一式）  
項  目   比 率   
新たな観光施設は必要である   55．8％  
新たな観光施設は必要でない   Z7．3％  
分かちない   10．4％   
その他   5．2％   
不明   1．3％  
（資料）独自アンケート結果による  
表Ⅳ一2－6 景観保存の必要性（択一式）  
項  目   比 率   
自然のtかな郡市   4g．4％   
歴史的・文化的に価値のある郡市   15．6％   
町並みの美しい郡市   10．4％   
庶民性生かな都市   9．1％   
地場産其の盛んな都市   9．1％   
情報化の進んだ都市t   Z．6％   
高度に経済が発展した都市－   1．3％  
93．ら％   
景覿保存は不要   2．6％  
分からない   項  目  比 率  景観保存u必要        3．9％  
（資料）独自アンケート結果による   
表Ⅳ－2－7 観光業の発展に伴う影響  
（複数回答可）  
（資料）独自アンケート着果七よる   
表Ⅳ－2－4望まれる観光振興策（択一式）  
項  目   比 革   
高山が全国的に有名になった   67．6％   
景観を守ることができた   33．8％   
交通混雑で日常生靖に支障がでた■   32．5％   
落ち書いた生活ができなくなった●   13．0％   
R光産業にもっと力を入れるぺき   ヱ6．0％   
分からない   ヱ3．4％   項    目  比 串  れ光以外の産業の育成に重点を置くぺき  36．4％          その他  10．4％   











［2］行政と住民が一体になったまちづくり   
観光都市としての受け入れ体制を高山市はど  
のようにして築きあげたのだろうか。   
住民が行なったこととしては、毎年恒例の全  
市一斉早朝清掃と各町の町並保存会結成であっ  





























在までに保存区域の追加も行なわれている。   
景観を守ることには二つの意味があるのでは  





































































































言える。神戸市が行っているような、人工的な   
観光客誘致政策も含んでいると言っていいだろ  







































































































































































に悪影響を及ぼす可能性も少ないと考えている   














































































































































































































1）F京都市観光調査年報』より。   
2）F第4次京都観光基本調査報告書』。   
3）西川幸治F都市の思想』1994、下巻57頁。   
4）第2匝【市政モニター報告書F京都の観光  
について』。  
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を機に大きな政策転換を期待したい。  




























しようとしても、地元が楽しくなさそうに て  
いたら来るはずがない。だから観光客を呼ぶた  
めにも、京都を活気ある街にする必要がある、  
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執筆分担（回生、執筆箇所）＆編集後記  

















古川拓（2回生）Ⅱ－1   
レポート投出期限を大幅に過ぎての提出でしかも不十分‥・。岡田先生、横田未生さん始め皆さ  
んに迷惑をかけました。合掌・・・  
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のか、と思うと、う～ん、やっぱり何だか淋しいなあ。  
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